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議会改革調査特別委員会
◎加藤 義信 ○武藤 行儀 武藤　孝成 𠮷田　茂広

山崎　通 操　知子 寺町　祥江 奥田　真也
田中　辰典 吉田　昌樹 川島　亜也 河合　雅俊

議会報編集委員会 ◎寺町 祥江 ○吉田 昌樹 田中　辰典 武藤　行儀 川島　亜也
岐北衛生施設利用組合議員（山県市選出） 河合　雅俊 古川　雅一 寺町　祥江 加藤　義信 川島　亜也

※予算決算特別委員会は定例会ごとに設置し、全議員で議案審議しています。

　
第
1
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
投
票
に
よ
り
議
長
に
古
川
雅
一
議
員
、
副
議
長
に
寺
町
祥
江
議
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
、
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
の
新
た
な
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

■ 

正
副
議
長
　
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
こ
の
度
、
皆
さ
ま
の
ご
推
挙
に
よ
り
議
長
と
い
う
重
責
を
担

う
こ
と
と
な
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
議
会
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
微
力
な
が
ら
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

公
正
公
平
で
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
会
は
市
民
の
代
表
と
し
て
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
た

め
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
課
題
解
決
の
た

め
に
同
僚
議
員
、
市
長
を
始
め
執
行
部
の
皆
さ
ま
方
と
共
に
誠

心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
副
議
長
の
重
責
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

身
に
余
る
ご
信
頼
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
自
ら
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
不

断
の
学
び
と
研け

ん

鑽さ
ん

を
通
じ
て
資
質
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
が
、

議
会
全
体
の
信
頼
と
機
能
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
議
員
一
人
一
人
が
そ
の
力
を
発
揮
し
や
す
い
環

境
を
整
え
、
議
会
全
体
と
し
て
健
全
か
つ
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
る
よ
う
、
議
長
の
補
佐
役
と
し
て
公
平
で
円
滑
な
運
営
に
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議 会 運 営 委 員 会

総 務 産 業 建 設 委 員 会

厚 生 文 教 委 員 会

議
長

  

古
川
　
雅
一

副
議
長

  

寺
町
　
祥
江

議
会
選
出

監
査
委
員

奥
田
　
真
也

吉田　昌樹

河合　雅俊

河合　雅俊

田中　辰典

山崎　通

奥田　真也

寺町　祥江

武藤　孝成

古川　雅一

古川　雅一

○加藤　義信

操　知子

𠮷田　茂広

◎𠮷田　茂広

山崎　通

○武藤　行儀

○川島　亜也

◎武藤　孝成

◎加藤　義信

◎委員長
○副委員長

新
た
な
議
会
構
成
決
ま
る
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令和 7年　第 1回臨時会
● 専決処分案件

承第 2 号 山県市税条例の一部を改正する条例の専決処分について 承認（全会一致）

承第 3 号 山県市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分につ
いて 承認（全会一致）

● 人事案件
議第50号 山県市公平委員会委員の選任同意について 同意（全会一致）

議第51号 山県市教育委員会委員の任命同意について 同意（全会一致）

議第52 ～55号 山県市高富財産区管理委員の選任同意について 同意（全会一致）

議第58号 山県市監査委員の選任同意について 同意（全会一致）

● 条例案件

議第56号 山県市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正
する条例について 可決（全会一致）

● 予算案件
議第57号 令和 7 年度山県市一般会計補正予算（第 1 号） 可決（全会一致）

令和 7年　第 2回定例会
● 人事案件
議第59 ～65号 山県市政治倫理審査会委員の委嘱同意について 同意（全会一致）

● 条例案件
議第66号 山県市税条例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

議第67号 山県市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

議第68号 山県市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

議第76号 山県市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例について 可決（全会一致）

第 2 回定例会
6 月 2 日～24日 

（23日間）
人事案件� 7 件
条例案件� 4 件
予算案件� 4 件
その他案件� 3 件
委員会提出案件� 2 件
報告案件� 5 件

第 1 回臨時会
5 月12日

専決処分案件� 2 件
人事案件� 7 件
条例案件� 1 件
予算案件� 1 件議案の

審議結果
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● 予算案件
議第69号 令和 7 年度山県市一般会計補正予算（第 2 号） 可決（全会一致）

議第70号 令和 7 年度山県市国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号） 可決（全会一致）

議第71号 令和 7 年度山県市介護保険特別会計補正予算（第 1 号） 可決（全会一致）

議第72号 令和 7 年度山県市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号） 可決（全会一致）

● その他案件
議第73号 山県市過疎地域持続的発展計画の変更について 可決（全会一致）

議第74号 財産の取得について 可決（全会一致）

議第75号 財産の処分について 可決（全会一致）

● 委員会提出案件

発議第 4 号 山県市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例
について 可決（全会一致）

発議第 5 号 特別委員会の設置に関する決議について 可決（全会一致）

● 報告案件
報第 3 号 専決処分の報告について ─

報第 4 号 令和 6 年度山県市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について ─

報第 5 号 令和 6 年度山県市水道事業会計予算繰越計算書の報告について ─

報第 6 号 令和 6 年度山県市下水道事業会計予算繰越計算書の報告について ─

報第 7 号 山県市土地開発公社経営状況について ─

議 場 見 学
　 6 月 3 日（火）、いわ桜小学校 6 年生の児童が、
市議会の働きや仕事について理解するため、議
場見学しました。
　傍聴席や議員席に座って、議会事務局長の説
明を聞いたり、一人ずつ議長席に座ったりしま
した。
　全員協議会室や委員会室、議員控え室などの
部屋も見学しました。
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そ
の
他
案
件

【
議
第
74
号
】
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

Q
小
中
学
校
12
校
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
更
新
に
お
い
て
、
2

年
に
分
け
て
購
入
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
分
け
方

を
想
定
し
て
い
る
か
。

A
令
和
7
年
度
は
、
小
学
校
6

年
生
と
中
学
校
1
年
生
か
ら
3

年
生
を
、
令
和
8
年
度
は
、
小

学
校
1
年
生
か
ら
5
年
生
を
予

定
し
て
い
る
。

Q
児
童
や
生
徒
が
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
よ
り
大
切
に
使
用
す
る

た
め
、
学
校
と
し
て
指
導
や
学

び
の
場
は
設
け
て
い
る
か
。
ま

た
、
現
在
ま
で
の
5
年
間
で
何

台
故
障
し
た
か
。

A
貸
与
式
と
い
う
特
別
な
場
を

設
け
た
り
、
貸
与
規
程
に
基
づ

い
た
発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導

を
行
っ
た
り
し
て
い
る
。
保
護

厚
生
文
教
委
員
会

委
員
会
報
告

総
務
産
業
建
設
委
員
会

　
各
委
員
会
で
、
付
託
さ
れ
た
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
審
査
し

ま
し
た
。
主
な
質
疑
と
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

者
と
は
誓
約
書
を
交
わ
し
、
大

切
に
使
用
す
る
よ
う
家
庭
で
の

指
導
を
依
頼
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
5
年
間
で
故
障
し
た

台
数
は
1
3
5
台
で
あ
っ
た
。

Q
使
用
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
、
購
入
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
あ
ら
か
じ
め
イ
ン
ス

ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る
か
。

A
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
た
状
態

で
納
品
さ
れ
る
。

【
議
第
69
号
】�

令
和
7
年
度
山
県
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）

Q
定
額
減
税
補
足
給
付
金
（
不

足
額
給
付
金
）
1
億
5
4
0
0

万
円
の
内
訳
は
。

A
令
和
5
年
と
令
和
6
年
の
所

得
の
差
に
よ
る
調
整
給
付
金
の

不
足
額
が
3
0
0
0
万
円
。
定

額
減
税
が
対
象
外
で
あ
り
、
令

和
5
、
6
年
度
の
住
民
税
非
課

税
世
帯
等
に
対
す
る
給
付
金
が

対
象
外
で
あ
っ
た
人
へ
の
給
付

が
1
億
2
4
0
0
万
円
。
合
計

で
1
億
5
4
0
0
万
円
と
な
る
。

Q
高
富
児
童
館
と
こ
ど
も
げ
ん

き
は
う
す
に
設
置
予
定
の
防
犯

カ
メ
ラ
に
つ
い
て
、
設
置
場
所

や
Ａ
Ｉ
機
能
の
有
無
は
ど
の
よ

う
に
想
定
し
て
い
る
か
。

A
外
部
か
ら
の
侵
入
者
対
策
と

し
て
、
天
井
に
外
向
き
で
2
台

ず
つ
設
置
し
、
Ａ
Ｉ
機
能
は
搭

載
し
な
い
予
定
で
あ
る
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会

【
議
第
70
号
】�

令
和
7
年
度
山
県
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

Q
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
改
修
業

務
の
内
容
は
。

A
高
額
療
養
費
制
度
の
低
所
得

Ⅰ
区
分
の
基
準
が
改
正
さ
れ
た

た
め
、
シ
ス
テ
ム
改
修
が
必
要

と
な
っ
た
。

【
議
第
72
号
】�

令
和
7
年
度
山
県
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

Q
資
格
確
認
書
の
交
付
期
間
の

延
長
に
よ
り
郵
送
料
が
追
加
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

A
資
格
確
認
書
の
送
付
先
を
マ

イ
ナ
保
険
証
未
登
録
者
か
ら
全

被
保
険
者
に
変
更
し
た
た
め
、

差
額
分
を
追
加
し
た
。

Q
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被

保
険
者
数
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
保
有
者
数
、
マ
イ
ナ
保

険
証
の
登
録
者
数
と
利
用
者
数

は
ど
の
よ
う
か
。

A
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被

保
険
者
は
5
2
6
6
人
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保
有
者
は

4
4
2
4
人
、
マ
イ
ナ
保
険
証

の
登
録
者
は
3
9
9
4
人
、
利

用
者
は
延
べ
4
2
8
9
人
。

Q
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
は

ど
の
よ
う
か
。

A
利
用
率
は
36
・
14
％
で
あ
る
。

採
決
の
結
果

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

▼
全
会
一
致

　
　
議
第
73
号
、
議
第
75
号
、
議
第
76
号

採
決
の
結
果

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

▼
全
会
一
致

　
　
議
第
66
～
68
号
、
議
第
74
号

採
決
の
結
果

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

▼
全
会
一
致

　
　
議
第
69
～
72
号
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所管事務調査報告
総務産業建設委員会（ 6月13日）� （文責　武藤　行儀）

■ 有機米の圃
ほ

場
じょう

現場
　本市には、有機手法により栽培されている水田が一町三反あり、
今回視察した赤尾地区では二反四畝

せ
で栽培されている。合鴨ロ

ボットを活用し、水田の土をかき混ぜ、光合成を抑制することに
より雑草が生えないような対策がなされている。成果を出すには、
適切な稲の育成時期を見据えて除草作業を行うことがポイントと
なる。夏頃にはカメムシ対策も行われ、有機栽培で作った米は市
内の 3 つの保育園の給食で食べられる予定である。
　町：約10,000㎡、反：約1,000㎡、畝：約100㎡

■ 三
さん

田
だ

叉
さ

川
がわ

改修工事
　国道256号バイパスより上流150ｍ区間の三田叉川の改修工事は
令和 3 年度から実施し、現在も河川改修工事が進んでおり、事業
費は約 3 億 8 千万円である。令和 7 年度は、この区間の転落防止
柵工事や側溝・舗装工事を行い、事業が完了する予定である。
　この区間の流下能力は毎秒約11ｔであったものが、改修工事に
より暫定計画で毎秒45ｔ（将来計画は65ｔ）となる。改修前の約
4 倍の水を流すことが可能となり、治水安全度の向上に寄与する。

厚生文教委員会（ 6月16日）� （文責　川島　亜也）

■ こどもげんきはうす
　こどもげんきはうすでは、乳幼児の親子が楽しそうに遊ぶ姿を
見学した。平日は市内のこどもたちが集まり、日曜日には市外か
らの来館者も多く、本市へ移住する前の見学目的で来館する人が
いる状況である。
　12時から13時までは、館内の清掃や点検、消毒を実施しており、
安心して利用できる施設となっている。
　子育て支援の拠点として、来館者同士で交流や相談できる体制が
作られており、移住定住の促進にもつながっていると考えられる。

■ 大桑城跡総合調査報告書
　本市は、大桑城跡の国史跡指定を目指しており、令和 6 年度ま
での 5 年間にわたり発掘調査などを行ってきた。その結果をまと
めた報告書を令和 7 年 3 月に刊行し、累計500部制作した。この
報告書は、文化庁への国史跡指定申請に必要な資料としての活用
や、歴史的価値の周知にも役立たれる。
　調査により、城が機能していた時期や曲

く る わ
輪、石垣などの遺構の

保存状態が良好であることが明らかになり、戦国時代の山県市の
歴史的価値を示す貴重な遺跡であることが分かる。
　報告書の購入者は研究者が多い傾向。より多くの人に読んでも
らい、大桑城跡の歴史的価値を広く周知してもらいたい。

▲ 有機米の圃場（赤尾地内）

▲ こどもげんきはうす敷地内

▲ 大桑城跡総合調査報告書の説明を聞く

▲ 三田叉川工事現場（高木地内）
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一
般
質
問

8
人
の
議
員
が
市
政
を
問
う

Q �連携中枢都市圏構想における市の
役割と今後の展望は

A �相互補完な地域づくりを進めていく
ことが役割

Q-1�公共施設の利活用について
A遊休財産の利活用を進めていく
Q-2�小学校低学年の通知表のあり方について
A通知表は成長の記録としての充実を図る

　
　

 

市
内
で
廃
止
、
閉
鎖
さ

れ
た
公
共
施
設
の
利
活
用
に
つ

い
て
、
市
の
現
状
は
ど
の
よ
う

か
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
市
は
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た

か
。

　

 
利
活
用
を
見
込
め
る
施
設

は
18
施
設
で
、
そ
の
施
設
の
活

性
化
を
図
る
た
め
市
公
有
財
産

の
利
活
用
に
係
る
民
間
提
案
制

度
実
施
要
領
を
定
め
、
民
間
事

業
者
に
利
活
用
提
案
を
第
一
次

募
集
と
し
て
求
め
た
。
そ
の
結

果
、
4
施
設
を
農
産
物
の
加
工

所
、
社
員
寮
、
会
社
事
務
所
、

作
業
所
と
し
て
利
活
用
す
る
提

案
が
あ
り
、
提
案
事
業
者
と
調

整
し
て
い
る
。

　
な
お
、
一
次
募
集
で
の
課
題

を
整
理
し
、
提
案
制
度
を
見
直

す
こ
と
で
、
遊
休
財
産
の
利
活

用
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
引
き

続
き
民
間
事
業
者
等
に
提
案
を

求
め
て
い
く
。

　
　

 

小
学
校
低
学
年
の
通
知

表
の
評
価
方
法
を
、
目
的
や
向

き
合
い
方
を
踏
ま
え
て
見
直
し

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
市
の
見

解
は
。

　

 

本
市
で
は
、
保
護
者
に
対

し
て
子
ど
も
の
学
習
指
導
の
状

況
を
連
絡
し
、
家
庭
の
理
解
や

協
力
を
求
め
る
目
的
で
、
市
内

の
全
学
校
で
通
知
表
を
作
成
し

て
い
る
。

　
特
に
低
学
年
は
、
結
果
よ
り

学
び
に
向
か
う
態
度
や
意
欲
が

重
要
な
時
期
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
通
知
表
を
決
し
て
他
者
と

の
比
較
の
材
料
に
す
る
の
で
は

な
く
、
成
長
の
記
録
と
し
て
、

子
ど
も
自
身
の
努
力
の
実
感
と

教
師
の
見
立
て
や
評
価
が
き
ち

ん
と
つ
な
が
る
も
の
に
な
る
よ

う
、
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
。

-

1

-

2

　

 

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
地
域
の
枠
を
超
え
た

連
携
の
必
要
性
が
強
く
認
識
さ

れ
る
。
市
は
平
成
29
年
以
降
、

岐
阜
連
携
都
市
圏
に
参
画
し
て

い
る
。

①
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

②�

市
の
個
性
や
強
み
を
発
揮
し

て
取
り
組
む
も
の
は
何
か
。

③�

市
の
知
見
や
経
験
を
新
た
な

視
点
に
、
よ
り
実
効
性
の
あ

る
か
た
ち
へ
推
進
で
き
る
と

考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　

 ①
就
業
分
野
で
は
、
圏
域
企
業

等
就
業
合
同
説
明
会
や
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
の
広

域
展
開
。
福
祉
分
野
で
は
、
小

児
一
次
救
急
体
制
の
確
保
や
病

児
・
病
後
児
保
育
の
連
携
。
教

育
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
は
、
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
一
層

の
推
進
や
図
書
館
連
携
、
岐
阜

ス
ゥ
ー
プ
ス
と
の
連
携
。
そ
の

他
分
野
で
は
、
消
防
業
務
の
広

域
化
事
業
、
脱
炭
素
・
Ｇ
Ｘ
事

業
の
共
同
実
施
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
共
通
返
礼
品
事
業
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
事
業
を
構
成
市

町
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
圏
域
内
で
も
高
い
技
術
力
を

持
つ
水
栓
バ
ル
ブ
産
業
な
ど
が

他
の
産
業
基
盤
と
連
携
し
、
広

域
的
な
産
業
の
振
興
の
た
め
、

い
く
つ
か
の
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
連
携
中
枢
都
市

圏
で
観
光
資
源
を
相
互
に
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
で
、
相
乗
効
果
が
得

ら
れ
る
と
考
え
、
圏
域
に
訪
れ

た
観
光
客
を
本
市
ま
で
誘
客
す

る
な
ど
、
観
光
事
業
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
。

③
平
成
29
年
11
月
に
連
携
中
枢

都
市
圏
形
成
に
係
る
連
携
協
約

を
岐
阜
市
と
締
結
し
て
以
降
、

本
市
単
独
で
は
実
施
の
難
し
い

事
業
や
、
広
域
連
携
に
よ
る
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る

事
業
に
つ
い
て
、
連
携
し
な
が

ら
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
き
た
。
今
後
も
、
連
携
中
枢

都
市
で
あ
る
岐
阜
市
と
と
も
に

他
の
連
携
市
町
と
協
力
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
連
携
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

川島 亜也 議員

寺町 祥江 議員
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Q �空き家対策について
A �管理不全空家等の判定をして 

速やかに指導を行う

河合 雅俊 議員
　
　

 

健
康
経
営
と
は
、
従
業

員
の
健
康
を
重
要
な
経
営
資
源

と
捉
え
、
戦
略
的
に
推
進
す
る

取
り
組
み
で
あ
り
、
企
業
や
自

治
体
の
持
続
的
発
展
に
寄
与
す

る
施
策
で
あ
る
。
今
後
、
企
業

に
対
す
る
支
援
や
、
市
職
員
に

対
す
る
取
り
組
み
を
行
う
方
針

は
ど
の
よ
う
か
。

　

 
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

は
、
従
業
員
の
意
欲
向
上
、
生

産
性
の
向
上
、
人
材
の
確
保
な

ど
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

本
市
と
し
て
も
、
県
健
康
経
営

宣
言
企
業
な
ど
の
認
定
や
登
録

を
受
け
る
企
業
等
の
件
数
増
加

に
向
け
、
関
係
課
や
市
商
工
会

と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
健
康
経
営
優
良
法
人
の
取

得
に
向
け
て
の
支
援
も
検
討
し

て
い
く
。

　
ま
た
本
市
で
は
、
市
幹
部
職

員
自
ら
が
イ
ク
ボ
ス
宣
言
を
行

い
、
仕
事
と
家
庭
や
地
域
活
動

な
ど
の
両
立
に
励
ん
で
い
る
職

員
を
応
援
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

全
庁
的
に
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進
し
、

業
務
の
効
率
化
も
進
め
て
い

る
。
な
お
、
経
済
産
業
省
が
進

め
て
い
る
健
康
経
営
が
、
本
市

の
取
り
組
み
に
役
立
つ
も
の
か

検
証
し
て
い
く
。

　
　

 

時
代
と
と
も
に
認
知
症

を
取
り
巻
く
社
会
も
変
化
し
て

お
り
、
共
生
社
会
の
構
築
に
は

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

受
講
者
な
ど
へ
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
も
重
要
だ
と
考
え
る

が
、
今
後
の
方
針
は
。

　

 

令
和
7
年
度
か
ら
、
今
ま

で
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
受
講
し
た
人
を
対
象

に
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
の

実
施
を
予
定
し
て
い
る
。
認
知

症
に
関
す
る
知
識
を
更
に
深

め
、
認
知
症
支
援
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
に
協
力
い
た
だ

け
る
人
の
養
成
を
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
新
た
な
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
く
必
要
性
も
あ

り
、
過
去
に
受
講
し
た
人
が
再

び
受
講
で
き
る
よ
う
な
講
座
も

検
討
し
て
い
く
。

-

1

-

2

　

 

令
和
7
年
3
月
に
市
空
家

等
対
策
計
画
を
改
定
し
、
危
険

な
空
き
家
を
早
い
段
階
か
ら
管

理
不
全
空
家
等
と
位
置
付
け
て

空
き
家
対
策
の
強
化
を
目
指
す

こ
と
に
な
っ
た
が
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

　
ま
た
、
相
続
登
記
の
義
務
化

が
始
ま
っ
て
お
り
、
空
き
家
所

有
者
へ
自
発
的
な
売
買
な
ど
を

促
す
利
活
用
支
援
と
し
て
、
残

さ
れ
た
ま
ま
の
家
財
道
具
な
ど

を
処
分
す
る
た
め
の
補
助
制
度

を
設
け
る
考
え
は
。

　

 

令
和
5
年
12
月
の
空
家
等

対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
を
踏
ま
え
、
令
和
7
年

3
月
に
市
空
家
等
対
策
計
画
を

改
定
し
、
管
理
不
全
空
家
等
へ

の
対
応
方
針
を
示
す
と
と
も

に
、
市
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
細
則

も
改
正
し
た
。

　
令
和
7
年
度
は
、
管
理
不
全

空
家
等
及
び
特
定
空
家
等
に
関

す
る
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
県

空
家
対
策
協
議
会
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
き
、
市
の
管
理
不
全

空
家
等
の
判
定
基
準
を
定
め

る
。
そ
の
上
で
、
特
定
空
家
化

が
懸
念
さ
れ
る
空
家
等
に
対
し

て
は
、
管
理
不
全
空
家
等
の
判

定
と
特
別
措
置
法
第
13
条
第
1

項
に
基
づ
く
指
導
を
速
や
か
に

行
い
、
所
有
者
等
の
意
思
に
よ

る
改
善
を
促
す
こ
と
で
特
定
空

家
化
の
未
然
防
止
に
努
め
る
。

　
ま
た
本
市
は
、
県
内
で
も
比

較
的
高
い
空
家
利
活
用
補
助
金

を
交
付
し
て
お
り
、
移
住
者
に

と
っ
て
手
厚
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
家
財
道
具
等
の
処
分
に

対
す
る
補
助
金
は
、
空
き
家
所

有
者
に
対
す
る
も
の
で
、
国
や

県
の
補
助
制
度
が
な
く
、
現
在

は
補
助
し
て
い
な
い
。今
後
は
、

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
検
討
し
、
補
助
金
を
最
大
限

に
活
用
し
た
空
家
利
活
用
、
移

住
定
住
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

Q-1�健康経営の推進について
A働きやすい職場づくりを進めていく
Q-2�認知症の支援について
A更なる養成講座を検討していく

加藤 義信 議員
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道
路
事
情
や
サ
ル
な
ど
が

出
没
し
て
危
険
だ
と
判
断
さ
れ

た
場
合
に
は
、
通
学
路
の
ル
ー

ト
を
変
更
で
き
る
の
か
。ま
た
、

大
雪
で
歩
道
が
使
用
で
き
な
い

場
合
の
た
め
、
通
学
路
の
追
加

設
定
が
可
能
か
。

　

 

短
期
間
の
臨
時
的
な
措
置

で
あ
れ
ば
、
校
長
の
判
断
で
通

学
路
を
変
更
で
き
る
。
道
路
の

拡
幅
工
事
や
橋
の
架
け
替
え
な

ど
長
期
間
に
渡
る
工
事
や
、
大

幅
な
通
学
路
の
変
更
が
必
要
な

場
合
は
、
事
前
に
学
校
と
教
育

委
員
会
が
協
議
を
行
い
、
関
係

機
関
と
の
調
整
や
、
地
域
や
保

護
者
の
理
解
等
を
踏
ま
え
、
校

長
が
教
育
委
員
会
に
報
告
す
る

こ
と
で
通
学
路
の
指
定
変
更
が

可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
児
童
生

徒
や
保
護
者
、
地
域
が
連
携
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
に
配

慮
し
た
通
学
路
を
追
加
設
定

し
、
必
要
に
応
じ
て
校
長
の
判

断
で
指
定
す
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。

　

 

通
学
路
等
の
除
雪
基
準
や
、

除
雪
さ
れ
な
い
場
合
の
対
応

は
。

　

 

市
道
で
は
、
主
要
道
路
や

学
校
指
定
通
学
路
、
生
活
道
路

等
を
対
象
と
し
て
、
路
面
積
雪

量
が
20
㎝
以
上
に
達
し
た
場
合

に
委
託
業
者
が
道
路
除
雪
を
実

施
し
て
い
る
。
除
雪
さ
れ
て
い

な
い
な
ど
、
道
路
除
雪
に
関
す

る
相
談
は
建
設
課
へ
連
絡
し
、

建
設
課
は
内
容
を
確
認
し
た
上

で
対
応
す
る
。

　

 

サ
ル
が
通
学
路
等
に
出
没

し
な
い
た
め
の
現
在
の
取
り
組

み
は
。

　

 

本
市
は
、
3
つ
の
柱
と
し

て
サ
ル
を
始
め
と
す
る
獣
害
対

策
を
行
っ
て
い
る
。
1
つ
目
は

環
境
対
策
と
し
て
、
里
山
林
整

備
事
業
を
実
施
し
、
野
生
動
物

が
住
居
区
域
へ
侵
入
し
づ
ら
い

環
境
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
2

つ
目
は
侵
入
防
止
対
策
と
し

て
、
野
生
動
物
の
追
い
払
い
を

行
う
と
と
も
に
、
農
地
へ
の
鳥

獣
害
防
止
柵
設
置
に
係
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
。
3

つ
目
は
個
体
管
理
対
策
と
し

て
、
大
型
檻
を
設
置
し
個
体
数

調
整
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

奥田 真也 議員

武藤 行儀 議員
　
　

 

市
内
の
小
中
学
校
の
防

犯
カ
メ
ラ
や
危
機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
整
備
状
況
、
防
犯
訓
練

の
実
施
状
況
は
。

　

 

国
の
補
助
金
制
度
を
活
用

し
、
令
和
7
年
度
中
に
防
犯
カ

メ
ラ
を
全
学
校
に
完
備
で
き
る

よ
う
計
画
し
て
い
る
。
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
学
校
保
健

安
全
法
に
基
づ
い
て
学
校
が
整

備
し
、
教
育
委
員
会
で
記
載
内

容
を
確
認
し
て
い
る
。
命
を
守

る
訓
練
は
、
市
内
の
全
学
校
で

年
間
5
回
程
度
実
施
し
、
そ
の

う
ち
不
審
者
対
応
訓
練
も
1
回

以
上
実
施
し
て
い
る
。

　
　

 

学
校
防
犯
体
制
の
強
化

は
、
犯
罪
の
抑
止
力
と
し
て
機

能
す
る
。
防
犯
意
識
の
徹
底
な

ど
、
学
校
の
安
全
に
つ
い
て
の

見
解
は
。

　

 

実
効
性
の
高
い
想
定
訓
練

を
継
続
的
に
実
施
し
、
子
ど
も

た
ち
の
防
犯
意
識
、
危
機
回
避

能
力
の
育
成
を
目
指
す
。ま
た
、

防
犯
カ
メ
ラ
等
の
備
え
に
よ
る

犯
罪
の
抑
止
や
、
警
察
を
含
む

地
域
へ
の
見
守
り
の
依
頼
、
保

護
者
へ
の
情
報
提
供
な
ど
に
努

め
る
。

　
　

 

市
が
目
指
す
地
区
公
民

館
の
機
能
や
役
割
は
。

　

 

公
民
館
は
地
域
住
民
が
自

主
的
に
学
ぶ
場
で
あ
り
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
基
盤
を
形

成
し
、
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
る
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
の
拠
点
と
い
う
役
割
を
担
っ

て
い
る
。

　
　

 

地
区
公
民
館
の
公
衆
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境

の
整
備
は
。

　

 

令
和
7
年
度
に
6
地
区
の

公
民
館
で
、
令
和
8
年
度
以
降

に
残
り
の
6
地
区
の
公
民
館
で

Ｗ
ｉ-
Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
　

 

老
朽
化
が
進
む
地
区
公

民
館
の
中
長
期
的
な
考
え
は
。

　

 

今
後
の
公
民
館
は
、
従
来

の
イ
メ
ー
ジ
に
捉
わ
れ
ず
、
よ

り
柔
軟
で
多
目
的
な
複
合
的
施

設
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
。
中

長
期
的
に
は
、
地
域
の
実
情
な

ど
を
考
慮
し
つ
つ
、
類
似
施
設

の
集
約
化
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
も
踏
ま
え
、
市
全
体
と
し

て
抜
本
的
な
検
討
が
必
要
と
考

え
る
。

-

1

-

1

-

2

-

2

-

2

Q-1�学校防犯体制の強化について
A環境整備を進めるとともに防犯訓練の充実を図る
Q-2�地区公民館の今後について
A �多目的な複合施設となるよう、さまざまな視点で 

検討する

Q �通学路について
A �必要に応じ、校長判断で 

通学路の指定変更が可能
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マ
イ
ナ
保
険
証
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
一
斉
交
付
を

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

 

資
格
確
認
書
は
、
法
律
上
、

被
保
険
者
が
電
子
資
格
確
認
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
と
き
に
交
付
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
斉
交

付
を
行
う
予
定
は
な
い
。

　
　

 
福
祉
施
設
へ
資
格
確
認

書
の
代
理
申
請
の
周
知
は
行
う

の
か
。

　

 

関
係
課
と
情
報
を
共
有
し
、

周
知
の
方
法
を
検
討
し
た
い
。

　
　

 

市
Ｈ
Ｐ
な
ど
周
知
の
た

め
の
対
応
は
。

　

 

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

の
研
究
に
よ
る
と
、
感
染
者
の

約
6
％
に
後
遺
症
の
症
状
が
発

生
す
る
と
の
報
告
が
あ
る
。
後

遺
症
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識

と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
市
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
周
知
が
必

要
と
考
え
る
。

　
　

 

子
ど
も
の
後
遺
症
に
対

す
る
学
校
の
対
応
は
。

　

 

子
ど
も
一
人
一
人
の
異
な

る
後
遺
症
の
状
況
を
、
適
切
に

捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
学
習
の

機
会
や
成
長
の
保
障
と
い
う
観

点
か
ら
、
欠
席
で
は
な
く
出
席

停
止
や
出
席
扱
い
と
す
る
教
育

的
な
配
慮
に
加
え
、
規
則
等
に

基
づ
き
、
子
ど
も
や
保
護
者
に

寄
り
添
っ
た
個
別
の
対
応
を
大

切
に
し
て
い
く
。

　
　

 

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
※
を
活
用

し
た
市
の
施
策
は
。

※　
厚
生
労
働
省
「
ひ
き
こ
も

り
支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
～
寄
り

添
う
た
め
の
羅
針
盤
～
」（
令

和
7
年
1
月
発
行
）

　

 

ひ
き
こ
も
り
は
、
状
態
や

現
象
と
捉
え
て
い
る
。
本
人
の

主
体
性
を
尊
重
し
、
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
十
分
に
参
考
に
し
た

上
で
、
多
く
の
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
引
き
続
き
相
談
支

援
に
あ
た
る
。

　
　

 

把
握
し
て
い
る
市
の
状

況
と
実
態
調
査
の
実
施
は
。

　

 

令
和
6
年
度
に
市
が
把
握

し
た
の
は
10
人
で
あ
る
。
令
和

4
年
度
の
内
閣
府
調
査
で
は
、

15
歳
以
上
64
歳
以
下
の
人
の

2
％
が
広
い
意
味
で
の
ひ
き
こ

も
り
状
態
で
あ
る
と
い
う
。
こ

れ
に
当
て
は
め
る
と
、
本
市
に

は
2
5
8
人
い
る
こ
と
に
な

る
。
実
態
調
査
は
、
別
の
業
務

で
の
相
談
等
を
契
機
に
、
ひ
き

こ
も
り
に
関
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
収
集
し
、
関
係
機
関
と
の
情

報
共
有
を
図
る
こ
と
で
引
き
続

き
行
う
。

-

1

-

1

-

2
-

2

-

3
-

3

Q-1�国民健康保険加入者へ資格確認書の一斉交付を
A資格確認書の一斉交付を行う予定はない
Q-2�新型コロナウイルス感染症の後遺症対策について
A後遺症の正しい知識と理解を深めるため周知を行う
Q-3�ひきこもり支援について
Aひきこもり状態の把握と相談支援を行う

　

 

Ｆ
Ｃ
岐
阜
ジ
ュ
ニ
ア
の
練

習
拠
点
を
市
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。
市
民
の
健
康
を
始
め
、
経

済
の
発
展
は
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
り
組
み

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
サ
ッ

カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
し
、

新
た
な
事
業
展
開
と
し
て
推
進

で
き
な
い
か
。

　

 

地
域
が
抱
え
る
少
子
高
齢

化
、
過
疎
化
、
経
済
衰
退
な
ど

の
課
題
は
、
行
政
施
策
だ
け
で

な
く
、
市
民
の
交
流
促
進
や
健

康
維
持
、
地
域
の
活
力
向
上
に

寄
与
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
改

善
で
き
る
と
考
え
て
お
り
、
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に

は
と
て
も
賛
同
で
き
る
。

　
Ｆ
Ｃ
岐
阜
か
ら
「
Ｆ
Ｃ
岐
阜

ジ
ュ
ニ
ア
の
練
習
拠
点
と
し

て
、
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
山

県
市
に
整
備
で
き
な
い
か
」
と

の
申
し
出
が
あ
り
、
教
育
効
果

や
地
域
活
性
化
の
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
、
検
討
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
し
か
し
、
新
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
建
設
に
は
多
額
の
市
費
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
市
総
合
運
動

場
を
人
工
芝
へ
改
修
す
る
可
能

性
や
、
将
来
的
な
有
益
性
を
踏

ま
え
た
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

　
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備

し
、
市
内
の
小
中
学
生
や
市
民

が
利
用
す
る
こ
と
で
、
新
た
な

ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
ス
ポ
ー
ツ
交

流
の
機
会
が
増
え
る
な
ら
、
教

育
的
な
効
果
は
大
き
い
と
考
え

て
い
る
。

　
Ｆ
Ｃ
岐
阜
か
ら
の
提
案
は
合

意
あ
り
き
と
い
う
話
で
な
い

が
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
交
渉
は
、
相
手

と
の
信
頼
関
係
や
タ
イ
ミ
ン
グ

が
極
め
て
重
要
な
た
め
、
慌
て

ず
に
急
ぐ
姿
勢
で
進
め
る
べ
き

と
認
識
し
て
い
る
。
市
総
合
運

動
場
の
利
用
者
か
ら
の
懸
念
す

る
意
見
も
あ
る
た
め
、
丁
寧
に

意
見
を
聞
く
必
要
が
あ
る
。
利

用
者
へ
の
配
慮
は
も
ち
ろ
ん
、

本
市
で
対
応
で
き
る
こ
と
は
積

極
的
に
対
応
し
、
提
案
さ
れ
た

内
容
だ
け
で
な
く
、
中
長
期
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
視
野
に
入
れ
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
後
悔
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
検
討
と
判
断

を
し
て
い
く
。

山崎　通 議員

Q �スポーツによるまちづくりに 
ついて

A �中長期的なビジョンを視野に 
前向きに検討する

吉田 昌樹 議員
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YouTubeで
本会議をライブ配信します

議会報告会・意見交換会を
開催しました

　市民の皆さんに、より親しまれ、身近に感
じていただける議会にするため、YouTube「山
県市議会」チャンネルで本会議のライブ配信
をします。パソコンやスマートフォン、タブ
レット端末等で視聴できます。

○視聴方法○
　市ホームページ「本会議のライブ配信」を
クリック。免責事項をご覧いただき、視聴し
てください。

こちらの二次元コードから
市ホームページ「本会議のライ
ブ配信」のページが開けます。

過去の配信は、「本会議の録画
配信」で視聴できます。
こちらの二次元コードからペー
ジが開けます。

こちらの二次元コードから
市ホームページ「議会報告会・意見交換会」の
ページが開けます。

　令和 7 年 4 月12日（土）、富岡公民館で
令和 6 年度議会報告会・意見交換会を開催
しました。
　市議会の活動報告に加え、公共交通や地
域づくりなど、身近な課題に関する貴重な
ご意見をいただきました。
　参加いただきました皆さんに、心より感
謝申し上げます。
　今後も、市民の皆さんの声をしっかりと
受け止め、開かれた議会運営を進めていき
ます。
　当日の様子や詳しい内容は、市ホーム
ページをご覧ください。
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令和 7 年第 3 回（9 月）
議会定例会予定令和 7 年第 3 回（9 月）定例会　本会議の提案説明と

一般質問をチャンネル長良川で放送します。

市ホームページで各議員の一般質問の開始時間を
放送日の 2、3 日前に公開します。

9月  5日㈮ 本会議（開会・提案説明）
12日㈮ 本会議（質疑）
16日㈫ 総務産業建設委員会
17日㈬ 厚生文教委員会
24日㈬ 本会議（一般質問）
25日㈭ 本会議（一般質問）

29日㈪ 本会議（委員長報告・質疑・
討論・採決・閉会）

市ホームページ（山県市議会）
にアクセスできます。

10 月 3日（金）12時～CCN12
10月 5日（日）17時～CCN12（サブチャンネル）

※会議は、原則午前 10 時から開会します。
※�傍聴を希望する場合は、傍聴受付で傍聴券を受け取

り、入場してください。
※�日程を変更することもありますので、事前に議会事務

局（22-6840）に問い合わせてください。

山県市議会

テレビ放映のお知らせ

【
委
員
長
】	 寺
町 

祥
江

【
副
委
員
長
】	 吉
田 

昌
樹
【
委
　
　
員
】	 田
中 

辰
典

	

武
藤 

行
儀

	

川
島 

亜
也

　
蝉
の
声
に
夏
の
訪
れ
を
感
じ

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

た
び
編
集
委
員
会
は
新
た
な
メ

ン
バ
ー
を
迎
え
、
心
新
た
に
議

会
報
の
編
集
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
議
会
の
動
き
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
と
と
も
に
、
今

後
の
議
会
報
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
委
員
間
で
協
議
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
さ
ま
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

�

（
文
責　
寺
町　
祥
江
）

編
集
委
員

編
集
後
記

議員表彰（全国市議会議長会・東海市議会議長会）
　𠮷田茂広議員、操知子議員が市議会議員として市政の発
展と振興に貢献された功績により、全国市議会議長会及び
東海市議会議長会から表彰状が贈られました。（表彰状の
伝達は 6 月 2 日に議場で行われました。）

議会活動日誌 C o u n c i l  A c t i v i t y  J o u r n a l

4月
  2日㈬	議会報編集委員会
  6日㈰	�東海環状自動車道開通

式典
12日㈯	�議会報告会・意見交換会
15日㈫	議会報編集委員会
17日㈭	�第108回東海市議会議

長会定期総会
30日㈬	議会運営委員会

5月
  8日㈭	議員協議会
12日㈪	第1回臨時会
15日㈭	中濃十市議会議長会議
20日㈫	�第101回全国市議会議

長会定期総会
27日㈫	議会運営委員会
30日㈮	全員協議会

6月
  2日㈪	�第2回定例会本会議 

（開会）
  5日㈭	�岐阜土木事務所事業 

説明会

  6日㈮	議会運営委員会
10日㈫	本会議（質疑）
	 予算決算特別委員会
	 議会報編集委員会
13日㈮	総務産業建設委員会
16日㈪	厚生文教委員会
19日㈭	本会議（一般質問）
21日㈯	�市青少年育成市民会議

総会・市少年の主張大会
24日㈫	�本会議（委員長報告・

質疑・討論・採決・閉会）
	 議会改革調査特別委員会
29日㈰	�社会を明るくする運動

推進式典

▲ 正副議長 4 年表彰 ▲ 議員10年表彰
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